在　宅　医　療　推　進　グ　ル　ー　プ

急速に高齢化が進展するなか、府民が住み慣れた地域において、より高いレベルの医療・介護サービスを受けられる社会の構築に向け、以下の取組みを推進した。
１　在宅医療の推進

（１）在宅医療情報基盤整備事業

　　　より質の高い在宅医療の提供体制の整備を図るため、在宅医療における病診間、多職種間の連携強化の取組みに対する支援を行った。

【地域医療機関ＩＣＴ連携整備事業】

                           　予  算  額 　　１００，０００千円

　　　　　　　                                      決  算  額 　　　２０，０００千円

入院患者の在宅復帰を促進するため、診療所に医療情報の提供を行う病院に対し、情報システム導入経費の一部を助成した。
（２）在宅医療推進事業
　　　　　　　　　　                                　予  算  額 　１４４，７３７千円

　　　　　　　                                      　決  算  額   　９３，０１６千円

　　　　　　     

1 在宅医療総合支援事業
在宅医療における多職種連携や死亡診断書作成に係る研修等の取組みを行う大阪府医
師会に対し、助成した。
2 在宅医療の普及促進事業

医療従事者に対する在宅医療の普及促進の取組みを行う病院や地区医師会に対し、助成　　
した。

	 No.
	事業者名
	補助額（千円）

	1
	一般社団法人　箕面市医師会
	172

	2
	社会医療法人同仁会　耳原総合病院
	400

	3
	一般社団法人　堺市医師会
	400

	4
	一般社団法人　此花区医師会
	400

	5
	一般社団法人　泉佐野泉南医師会
	241

	6
	一般社団法人　河内長野市医師会
	233

	7
	一般社団法人　大阪市城東区医師会
	400

	8
	岸和田市立　岸和田市民病院
	30

	9
	八尾市立病院
	359

	10
	一般社団法人　泉大津市医師会
	169

	11
	一般社団法人　布施医師会
	400

	12
	学校法人近畿大学　近畿大学病院
	400

	13
	学校法人大阪医科薬科大学　大阪医科薬科大学病院
	165

	14
	一般社団法人　大阪市北区医師会
	400

	15
	一般社団法人　大阪市東淀川区医師会
	400

	16
	一般社団法人　河内医師会
	366

	　
	合計
	4,935


3 在宅医療移行体制確保事業

　　　　在宅療養患者の入退院機能を強化する病院に対し、専門人員の雇用経費を助成した。

　　　○令和３年度在宅医療移行体制確保事業補助実績

	　　　 No.
	事業者名
	補助額（千円）

	1
	医療法人河内友紘会　河内総合病院
	2,000

	2
	医療法人伯鳳会　大阪中央病院
	2,000

	3
	医療法人恵友会（財団）　内藤病院
	2,000

	4
	医療法人泉南玉井会　玉井病院
	2,000

	　
	合計
	8,000


4 退院支援強化研修事業

入院医療機関で退院支援・調整を行う看護職の人材育成を行う大阪府看護協会に対し、助成した。
ア　講習期間　　　２日間　×　２コース

イ　講習場所　　　大阪府看護協会　「ナーシングアート大阪」

ウ　事業者名　　　大阪府看護協会

エ　受講者数　　　108名

5 在宅医療体制強化事業
在宅療養患者の急変時対応体制の確保に向け、医療機関間や多職種間の連携体制構築のための取組みを行う府内の医療機関に対し、助成した。また、将来の在宅医確保に向け、医師（医学生）を対象に同行訪問等の在宅医療研修会を実施する府内の診療所（病院）に対し、助成した。

○令和３年度在宅医療体制強化事業（機能強化）実績
	No.
	事業者名
	補助額（千円）

	1
	たにざわクリニック
	2,237 

	2
	医療法人　永浜クリニック
	2,537 

	3
	あらたホームクリニック豊中岡町
	3,290 

	4
	おぐまホームケアクリニック
	2,040 

	5
	かもめクリニック第３
	3,401 

	6
	社会医療法人美杉会　佐藤病院
	606

	7
	はしクリニック
	3,482

	8
	医療法人りんどう会　向山病院
	1,392

	
	合計
	18,985


○令和３年度在宅医療体制強化事業（同行訪問）実績
	No.
	事業者名
	補助額(千円)

	1
	医療法人浩仁会　南海病院
	336

	2
	医療法人綾正会　かわべクリニック
	420

	3
	一般社団法人鳳雛会　あらたホームクリニック三国ヶ丘
	840

	4
	医療法人俊仁会　きららファミリークリニック
	1,512

	5
	医療法人　葛西医院
	2,856

	6
	医療法人優仁会　かとう整形在宅クリニック
	378

	7
	医療法人真仁会　みさきファミリークリニック
	1,932

	8
	西木診療所
	1,554

	9
	医療法人学縁会　おおさか往診クリニック
	7,224

	10
	一般社団法人鳳雛会　あらたホームクリニック豊中岡町
	840

	11
	医療法人菜の花会　菜の花診療所
	3,360

	12
	医療法人　三谷ファミリークリニック
	840

	13
	医療法人樹友会　つじもと内科クリニック
	672

	14
	医療法人弘清会　四ツ橋診療所
	4,872

	15
	医療法人慶春会　福永記念診療所
	2,520

	16
	医療法人双樹会　守上クリニック
	840

	17
	とみやま耳鼻咽喉科
	42

	18
	社会医療法人生長会　ベルピアノ病院
	168

	19
	医療法人　岩崎医院
	42

	20
	どて内科医院
	42

	21
	山田内科医院
	42

	　
	合計
	31,332


6  「人生会議」相談対応支援事業

　　　  医療機関における人生会議（ＡＣＰ）の取組を推進するため、ＡＣＰ支援に関する看護職の専門人材の育成に取組む大阪府看護協会に対し助成するとともに、府民向け啓発アニメーション動画を制作した。
　　
7 市町村在宅医療・介護連携推進支援事業

市町村及び在宅医療・介護連携コーディネーター、保健所関係職員を対象とした医療と介護の連携に関する研修会を、福祉部と共同で開催した。また、在宅医療の提供状況に関するデータについて、市町村及び保健所へ提供した。

⑧ 地域医療機関連携体制構築支援事業

　　　　地域医療機関連携システムによる既存ネットワークの活用実態及び課題等を調査し、抽出された課題の解決策及び府における最適なネットワークの在り方について検討した。

　

２　訪問看護の推進　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予  算  額 　１０６，５３４千円

　　　　　　　                               決  算  額   ７５，４８８千円

（１）訪問看護相互研修事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
訪問看護ステーションに勤務する看護職員と病院等に勤務する看護職員の相互理解を促し、入院患者の在宅医療へのスムーズな移行を図るための研修を大阪府看護協会に委託し、実施した。
○令和３年度訪問看護相互研修事業実績

	
	研修期間
	研修場所
	受講人数

	１
	合同研修　

令和４年1月22日、令和４年2月12日
	大阪府看護協会
「ナーシングアート大阪」
/オンライン研修
	51名,89名

	
	施設実習　

令和４年1月24日～2月10日のうち１日間
	実習協力医療機関・
訪問看護ステーション
	

	２
	施設実習　

令和４年2月14日～3月4日のうち３日間
	実習協力医療機関・
訪問看護ステーション
	コロナ拡大のため中止

	
	講義　

令和４年3月4日
	大阪府看護協会
「ナーシングアート大阪」
	


（２）訪問看護師専門研修

訪問看護職員の勤続年数、経験や職責に応じたスキルアップ研修を行う大阪府訪問看護ステーション協会他に対し、助成した。

○令和３年度訪問看護師専門研修実績

	対象
	事業者名
	研修期間
	研修場所
	受講

人数

	指導者
向け
	公立大学法人
大阪
	令和3年8月1日～

令和3年12月31日

（全20回）
	WEB研修
	7636名

	
	
	令和3年10月23日～
令和4年1月29日

（全15回）
	WEB研修
オンデマンド型
	58名

	管理者

向け
	大阪府訪問看護

ステーション
協会
	（初任者コース）
令和3年5月25、27日
令和3年10月26、28日
令和4年2月15、17日

（各２日間）
	WEB研修
	126名

	
	
	（マネジメントコース）
令和3年7月13、15日
令和3年11月16、18日

（各２日間）
	WEB研修
	71名

	
	
	（経営コース）
令和3年6月19日
令和3年9月4日

令和3年10月16日
令和3年11月27日

令和3年12月18日
令和4年1月22日
	WEB研修
	198名


（３）看護学生インターンシップ

看護学生が訪問看護ステーションでの職場体験を通じて訪問看護への理解を深めるインターンシップ事業を行う大阪府訪問看護ステーション協会に対し、助成した。
ア　講習期間　　　　１日間

イ　講習場所　　　　訪問看護ステーション

ウ　事　業　者　名　　　 大阪府訪問看護ステーション協会

エ　インターンシップ生　 44名（申し込み58名）
＊令和３年度は新型コロナウイルス感染症感染者数増加に伴い講習場所での実習の募集を一部中止し、看護学生向けの動画を作成、視聴を案内した。

（４）訪問看護実践研修事業

1 訪問看護実践研修

訪問看護職員の身近な地域において、地域の実情に応じた訪問看護の実践的な手法についての研修を行う大阪府訪問看護ステーション協会に対し、助成した。

○令和３年度訪問看護実践研修事業実績

	事業者名
	研修実施回数
	受講者数

	（本部）

訪問看護支援センター
	8回
	1,020名

	（地域ブロック）

教育ステーション

（11ブロック、18ステーション）
	71回
	2,658名


2 新任訪問看護職員育成事業

　　　 　　　新任訪問看護職員の育成・指導を行う体制を整備するため、新任訪問看護職員を雇用し、所定の研修プログラムに沿って育成・指導を行ったステーションを支援する大阪府訪問看護ステーション協会に対し、経費の一部を助成した。

　　補 助 対 象 実 績　　13ステーション 34名

（５）訪問看護相互連携事業

複数の訪問看護ステーションや訪問看護と介護、医療機関等が相互に連携する事業を支援・強化することにより、訪問看護の安定的な供給を実現し、訪問看護サービスの向上を図る事業を実施する大阪府訪問看護ステーション協会に対し、経費の一部を助成した。

　ア　期間　令和３年４月１日～令和４年３月31日

イ　相互連携数　　９件

　

（６）訪問看護ステーションの規模拡大推進事業

訪問看護ステーションの規模拡大・機能強化及び経営の安定化を図るため、以下の事業を行う大阪府訪問看護ステーション協会他に対し、経費の一部を助成した。

1 ＩＣＴ導入支援

ア　期　　　　  間　                令和３年４月１日～令和４年３月31日
　　　　 　イ　導入支援事業所数　　           20か所

2 事務職員等の雇用支援

ア　期           間　                令和３年４月１日～令和４年３月31日
　　　　　 イ　事務職員雇用経費補助事業所数　９か所

3 特定行為研修等の受講支援

ア　期           間　                令和３年４月１日～令和４年３月31日
イ　代替職員雇用経費支援数　　     ７件

4 機能強化支援事業
ア　期　　　　  間　                令和３年４月１日～令和４年３月31日
イ　支援事業所数等

　集合研修18名、個別指導３か所
　　　　　　　　　　　　　　　　　個別指導報告会18名、交流会５名

３　死因調査体制の整備
予　算　額　６，６１６千円

決　算　額　５，３７４千円

（１）救急医死因診断研修事業
救急医による死亡診断書（死体検案書）の発行により、異状死として扱われる遺体を減らすため、大阪府医師会に委託して救急医療機関に勤務する救急医を対象とした研修ビデオを収録・配信するとともに、現状や課題を把握するためのアンケート調査を実施した。

（２）死因調査体制構築モデル事業等

　　 大阪市と大阪市以外の府域の均てん化のため、警察医に対する死体検案技術の向上のための研修をはじめ、ＣＴ検査協力医療機関の確保策など各モデル地域における事業等を実施、検討した。
４　監察医事務所の運営

予　算　額　１４４，５８３千円

決　算　額　１３３，８１０千円

　　死体解剖保存法第８条の規定等に基づき、大阪市内における伝染病、中毒又は災害等により死亡した疑いのある死体について、監察医による検案及び必要に応じて解剖を行うなど、公衆衛生の向上に努めた。

　　令和３年度検案及び解剖　　　検　案　５，６２０体
　　　　　　　　　　　　　　　 CT撮影　１，７５５体

　　　　　　　　　　　　　　　  解　剖　　　２４１体
